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サトウキビの収量予測について

宮平永憲

（沖縄県農業試験場八重山支場）

ＥｉｋｅｎＭＩＹＡＨＩＲＡ：OntheYield-ForecastofSugarCane

簡lliな式で表わされ，収量構成要素が茎数，１茎重から

成ることは明らかである．１茎重は表Ｉに示すように茎

表１．１茎重と茎長，茎径との相関

はじめに

収量予察に関する研究は水稲，大豆など多くの作物に

おいて研究され（松島，１９６５；宮川他，1975），特に水

稲ではかなり正確に収量を推定することが可能となって

いろ．サトウキビの場合，在圃期間が長いため病虫害や

気象災害などの被害を受けることが多く収量の年次変動

が大きい．そのため他の作物に比べて正確な収量を早期

に推定することは，かなり困難なように思われろ．

サトウキビの収量推定については，最近，吉田(1977）

が夏植，春植，株出の３栽培型（作型)について報告し

た．

当支場では1959年からサトウキビ気象感応試験を行っ

ているが，気象感応試験の目的である豊凶予察に関する

報告は未だなされていない．ここで，夏植、株出の試験

データがそろっている1966～1975年までの気象感応試験

:結果を用いて収量推定の解析を試みた結果いくつかの知

見を得たので報告する．

１．賦験方法

1966～1975年の間に実施した夏植，株出の気象感応試

験における生育調査と収量調査のデータを用いて検討し

た．

気象感応試験は毎年継続している試験で，供試品種は

NCo310を用いていろ．試験場所は沖縄県農業試験場八

重山支場内で行い，供試面積は年度により多少異なる

が，１区100〃の３区制で実施した．植付，収穫時期は

夏植で７月中旬～１月中旬，株出では１月中旬～２月下

臺旬に行い，肥培管理は耕種基準に従った．

調査方法は夏植，株出とも１区６畦中３畦において，

生育調査は夏植の場合は生育初期の11月から，株出では

５月から毎月15日を基準として１区当り30本について，

茎数，茎長，茎径，その他葉長，葉巾の調査を行った．

収量調査は収穫時に試験区（３畦）を全刈りして収穫茎

数，茎長，薦茎収量等を調査した．

２．結果と考察

（１）サトウキビの収量構成要素

サトウキビの収量は単位面積当り茎数×１茎重という

長，茎径との関係が大きく，夏植でそれぞれＲ＝0.78.*，

0.56,株出でＲ＝0.97**，0.69＊と高い相関がある．こ

の結果から，サトウキビの収量構成要素は茎数，茎長,

茎径の３形質が主なものと考えられろ．一般にサトウキ

ビの茎径は同一品種間では変動が少ないと考えられるの

で，木簡lにおいては茎数，茎長の２形質で収量の推定を

行った．

（２）収量構成要素の推定時期

推定時期については収穫時の茎長に大きく影響し，茎

数が比較的安定な時期に向かう生育旺盛期の７，８ｂ

９，１０月の期間を中心に調査した．

１）茎数の推定時期

表２の収穫時茎数と月別茎数の相関をみろと，夏植で

表２．収穫時茎数と月別茎数の相関

は７月から９月にかけて相関係数が徐々に高くなってい

るが，いずれの月においても有意差は認められなかっ

た．１０月にはＲ＝0.70噸の高い相関を示し，５％水準で

有意であった．この結果から判断して夏植における収穫

時の茎数推定は10月が適当と考えられろ．

株出の場合には７，８月の相関は小さく，９，１０月に

極めて高い相関を示し，１％水準で有意であった．この

ことから株出においては９月と10月においても茎数推定

は可能だと思われろ．

２）茎長の推定時期
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表３．収穫時茎長と月別茎長の相関 穫時の茎数を推定する回帰式

Ｘ＝169.74＋0.622ｘ２と10月茎長から推定した収穫時

茎長の回帰式Ｙ＝58.640＋0.82ｙ２をそれぞれＸ，Ｙに

代入すると，

Ｗ＝0.983ｘ２＋1.588y2-434.63となる．この式によ

って夏植の収量を10月に推定することが可能だと考えら

れろ．

株出でも同様な方法で予測式を求めろと，９月の予測

式はＷ＝0.202x’十3.653y1-314.426,10月のはＷ＝

0.282ｘ２＋3.755y2-482.079となる．

（５）実収量と推定収魁の比較

実収量と予測式から求めた推定収量とを比較すると，

図５，６からも明らかなように株出の推定収量の誤差は

夏植の場合よりも少ないことがわかる．この結果から株

出の予測式は夏植に比べ精度は高いと考えられろ．

株出の９月，１０月の予測式を比較すると，両目とも差

がない，このことから株出の収量推定は９月においても

可能だと思われろ．

３．摘要

サトウキビの収量および主な収量構成要素である収穫

時の茎数，茎長について，1966年～1975年の間に実施し

た気象感応試験のデータを用いて検討した．

（'）収量構成要素は茎数，１茎重で表わされろ．１茎

重は茎長，茎径と高い相関が認められた．この結果，収

量構成要素は茎数，茎長，茎径の３形質と判断されろ．

（２）収量構成要素である収穫時茎数，茎長を推定する

最も適当な時期について，生育旺盛期の各月の茎数，茎

長との相関を求めた結果は，茎数については夏植では１０

月にＲ＝0.70＊，株出では９月にＲ＝0.82**，１０月にＲ

＝0.91**という高い相関値を示した．茎長の場合には夏

植で９月にＲ＝0.73*，１０月に0.75*几株出では旺盛期

の各月とも相関係数が0.9以上で，極めて高い値を示し

た．以上のことから茎数、茎長を推定する時期として

は，夏植では10月，株出では９月，１０月が適当であろう

と考えられろ．

（３）収穫時の茎数は，夏植では10月の，株出では９

月，１０月の茎数によって求めることができる．その回帰

式としては夏植でＸ＝169.74＋0.662x２，株出で

Ｘ＝106.06＋O725xl（９月の推定式）

Ｘ＝1,016x1-80,342(10月の推定式)が求められた．

（４）収穫時の茎長を推定する回帰式としては，夏値で

Ｙ＝58.640＋O82y2，株出でＹ＝15.083＋0.964yｌ（９

月の推定式），Ｙ＝0.991y2-15.488（10月の推定式）

７ ８ 109

0.73＊

0.97*＊

夏植 0.36 0.75*＊０．６２

株出 0.90*＊ 0.96*＊ 0.96*＊

表３に示した収穫時茎長と月別茎長の相関をみろと，

夏植では７月を除いて８，９，１０月に相関が高かった．

その中で９月，１０月の相関は５％水準で有意であった．

夏植の茎長推定の時期は前に述べた収穫時茎数の推定時

期を考慮して10月に推定することが望ましいと考えられ

ろ．

株出では７，８，９，１０月の各月とも極めて高い相関

（１％水準で有意）を示していることから株出の推定時

期はいずれの月においても推定可能と考えられろ．しか

し，収穫時茎数の推定時期との関係から，９月，１０月に

Ｉおける推定が適当かと考えられる．
（５）収量構成要素の推定

１）収穫時茎数の推定

夏植，株出における収穫時茎数と９月，１０月の茎数と

の相関図を図１，２に示した．夏植ではＸ＝169.74＋

0.662ｘ２の回帰式が得られたが，この式に基づいて10月

時点の茎数（ｘ２）から収穫時の茎数（Ｘ）を求めること

が可能である．

株出では９月にＸ＝106.06＋0.725x1，１０月にＸ＝

LO16x2-80,342（Ｘ:収穫時推定茎数，ｘ１：９月の茎

数，ｘ２：10月の茎数）の回帰式を用いて各月の茎数から

収穫時の茎数を推定することができる．

２）収穫時茎長の推定

図３，４に示したように夏植の10月茎長と収穫時茎長

はＹ＝58.640＋0.82ｙ２の式で表わされ，株出では９月，

10月の茎長からそれぞれＹ＝15.083＋0.964y１，Ｙ＝

0.991y２－１５．４８８なる推定式が求められろ．（Ｙ:収穫時

推定茎長，ｙ’：９月の茎長，ｙ２：10月の茎長）

（４）収量と収量構成要素の関係

収穫時の茎数をＸ，茎長をＹとして収量（Ｗ）の重回

帰式を求めろと夏植でＷ＝1.58Ｘ＋1.937Ｙ-816.4,

Ｒ＝0.89,株出でＷ＝0.278Ｘ＋3.789Ｙ-401.06,Ｒ＝

0.98となった．この式を用いて収量推定の予測式を作っ

てみよう．夏植の場合、１０月の茎数，茎長から収量を推

定すると次のとおりである．１０月茎数をｘ２，茎長をｙ２

とすると，

Ｗ＝1.58Ｘ＋1,937Ｙ-816.4に10月茎数から求めた収
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に関する実験的研究．農技研報告Ａ第11号．

(2)角田童三郎１９６４作物品種の多収性の研究，生

育解析の立場より．日本学術振興会．

(3)松島省三１９６５稲作の理論と技術〔収量成立の

理論と応用〕養賢堂．

(4)宮川敏男・波多江政光・石丸治澄１９７５大豆の

収量成立と気象効果．

(5)宮平永憲・大工政信１９７５サトウキビの生育，

収量と気象要因との関係．沖縄農業，１３(苑）：６～

１１．

(6)吉田典夫１９７７さとうきびの申定量推定につい

て．さとうきび試験研究報告昭和48～50年74～

８０．

(7)農林水産技術会議事務局１９７５農林水産試験研

が求められた．

（５）収量の推定式については，収職時の茎数，茎長に

よって重回帰式を求め，その式に収穫時の茎数，茎長を

推定する回帰式を代入して求めた結果，収量推定式は

夏植でＷ＝0.983ｘ２＋1.588y2-434.63,

株出でＷ＝0.202ｘｌ＋3.653y1-314,426（９月の推

定式），Ｗ＝0.282ｘ２＋3.755y2-482.099（１０月の推

定式）となった．

回帰式の精度は夏植の場合よりも株出において高く，

株出では９月及び，１０月に推定可能であるが両目の差は

小さいので，株出では９月に推定した方が適当だと考え

られろ．
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